
分
岐
点
は
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
を
分
け
る
一
八
六
四
年
で
あ
る
。
新
島
の

生
涯
中
、
最
大
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
冒
険
の
年
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も

上
海
で
の
出
来
事
は
彼
の
人
生
を
前
後
半
に
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ク

と
な
っ
た
。

密
航
を
助
け
た
三
人
の
船
長　

一
八
六
四
年
、
新
島
は
三
隻
の
船
を
乗
り
継
い
で
密
出
国
に
及
ぶ
。

品
川
か
ら
函
館
ま
で
は
安
中
藩
の
兄
弟
藩
、
備

び
っ
ち
ゅ
う中

松
山
藩
（
現
岡
山

県
高た

か
梁は

し
市
）
所
有
の
快
風
丸
、
つ
い
で
函
館
か
ら
上
海
ま
で
は
長
崎

の
貿
易
会
社
の
ベ
ル
リ
ン
号
（
船
籍
は
プ
ロ
イ
セ
ン
）、
最
後
は
上

海
か
ら
ボ
ス
ト
ン
に
戻
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
商
会
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ

ァ
ー
号
で
あ
る
。

快
風
丸
の
船
長
は
不
詳
で
あ
る
が
、
新
島
は
加
納
格
太
郎
と
特
定

す
る
（『
新
島
襄
全
集
』
一
〇
、
一
六
頁
。
以
下
、
⑩
一
六
）。
同
船

が
品
川
か
ら
高
梁
川
河
口
の
玉
島
港
（
現
倉
敷
市
）
ま
で
回
送
さ
れ

た
際
、
新
島
は
航
海
技
術
を
買
わ
れ
て
乗
込
ん
だ
。

こ
の
時
、
懇
意
に
な
っ
た
の
が
備
中
高
梁
藩
士
の
加
納
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
船
が
品
川
か
ら
函
館
経
由
で
サ
ハ
リ
ン
へ
行
く
こ
と
を

新
島
に
告
げ
、
案
に
乗
船
を
勧
め
た
の
も
加
納
で
あ
る
（
⑩
三
九
～

四
〇
）。
加
納
は
た
と
え
船
長
で
な
く
と
も
航
海
上
、
重
責
を
担
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。編
集
委
員
会
編『
現
代
語
で
読
む
新
島
襄
』（
二

九
三
頁
、
丸
善
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
収
録
し
た
略
歴
（
本
井
稿
）
を

転
載
す
る
。

「
加
納
格
太
郎
（
一
八
三
四
？
～
一
九
〇
七
）
備
中
松
山
藩
士
。

同
藩
で
中
小
姓
を
務
め
、
江
戸
詰
め
で
は
御
供
番
句
読
師
兼
帯
、
銀

四
十
七
年
の
分
岐
点

四
十
七
年
に
わ
た
る
新
島
襄
の
生
涯
（
永
眠
は
四
十
六
歳
）
は
、

内
容
的
に
三
分
割
で
き
る
。

Ⅰ
（
一
八
四
三
～
六
四
）
の
二
十
一
年
間
。
Ⅱ
（
一
八
六
四
～
七

四
）
の
十
年
間
。
Ⅲ
（
一
八
七
五
～
九
〇
）
の
十
六
年
間
で
あ
る
。

各
期
で
名
前
や
身
分
、
生
活
圏
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

Ⅰ
期
は
、
サ
ム
ラ
イ
の
子
と
し
て
江
戸
で
誕
生
し
て
か
ら
函
館
か

ら
の
密
航
ま
で
の
期
間
で
、
名
前
は
幼
名
の
七し

め

た

五
三
太
が
敬
幹
と
い

う
諱い

み
な（

成
人
名
）
に
変
わ
る
。
Ⅱ
期
は
、
一
年
余
の
移
動
期
間
（
船

上
生
活
）
を
含
め
て
、
主
と
し
て
欧
米
時
代
。
身
分
は
留
学
生
で
、

こ
の
間
サ
ム
ラ
イ
か
ら
信
徒
へ
と
変
身
。
名
前
も
当
初
はJoe

（
ジ

ョ
ー
）、
ア
メ
リ
カ
上
陸
後
はJoseph

（
ジ
ョ
ゼ
フ
）
と
改
称
。
Ⅲ

期
は
、
帰
国
か
ら
永
眠
ま
で
で
、
襄
と
名
乗
っ
た
。
身
分
は
牧
師
、

宣
教
師
で
、
同
志
社
校
長
と
同
志
社
教
会
の
牧
師
を
兼
務
し
た
。

特
別
寄
稿

Ｊ
ｏ
ｅ 

誕
生
１
６
０
年

～
同
志
社
の
源
流
・
上
海
～

元
大
学
神
学
部
教
授　

本も
と

井い　
康や

す
博ひ

ろ
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三
枚
二
人
扶ふ

ち持
で
あ
っ
た
。
快
風
丸
で
新
島
襄
と
玉
島
航
海
を
共
に

し
た
翌
年
、
同
船
が
箱
館
へ
航
海
す
る
こ
と
を
新
島
に
教
え
た
。

新
島
は
帰
国
後
、
高
梁
に
加
納
を
訪
ね
、
汁
粉
を
振
る
舞
わ
れ
た
。

昔
、
箱
館
行
き
の
お
り
、
加
納
が
送
別
の
た
め
に
新
島
を
料
理
屋
に

誘
っ
た
と
こ
ろ
、
新
島
が
『
酒
は
い
や
。
汁
粉
を
く
れ
』
と
言
っ
た

こ
と
を
加
納
は
覚
え
て
お
り
、『
別
れ
の
時
が
汁
粉
な
ら
、
会
う
時

も
汁
粉
』
と
な
っ
た
。〔
後
略
〕」。

参
考
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
人
船
長
ふ
た
り
の
略
歴
（
本
井
稿
）
も
同

書
（
二
八
五
頁
、
二
八
二
頁
）
か
ら
転
載
す
る
。

「
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー　

W
.T.Savory

（
一
八
二
七
～
一
八
九
七
）　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
セ
イ
ラ
ム
出
身
の
船
長
。
ベ
ル
リ
ン
号
で
新

島
襄
を
箱
館
か
ら
上
海
ま
で
運
ん
だ
。
新
島
は
船
長
の
信
仰
を
疑
問

視
す
る
が
、
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
自
身
は
セ
イ
ラ
ム
の
第
一
教
会
（
会
衆

派
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
）
の
会
員
で
あ
る
。
晩
年
は
セ
イ
ラ
ム
で
実
業
に

従
事
し
た
が
、
健
康
を
損
ね
た
た
め
に
フ
ロ
リ
ダ
に
転
出
し
、
デ
ラ

ン
ド
で
死
去
し
た
」。

「
テ
イ
ラ
ー　

H
.S.Taylor

（
一
八
二
九
～
一
八
六
九
）　
ワ
イ
ル

ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
長
で
、
新
島
襄
を
上
海
か
ら
ボ
ス
ト
ン
ま

で
乗
せ
た
。
新
島
（Joe

）
の
名
づ
け
親
。
帰
米
の
折
は
留
学
生
の
新

島
を
チ
ャ
タ
ム
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
コ
ッ
ド
岬
）
の
生
家
に
招
き
、

家
族
同
様
に
持
て
成
し
た
。
新
島
の
留
学
中
に
ボ
ス
ト
ン
港
で
事
故

死
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
新
島
は
、
彼
の
親
戚
に
入
信
を
勧
め
る
熱

烈
な
手
紙
を
書
き
送
っ
た
」。

七
五
三
太
か
らJoe

へ

三
人
の
船
長
中
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
テ
イ
ラ
ー
で
、「
私
を
ま

る
で
自
分
の
兄
弟
の
ひ
と
り
の
よ
う
に
扱
っ
て
く
れ
た
」
と
新
島
は

感
謝
す
る
（
⑩
四
八
）。
年
齢
（
十
四
歳
上
）
や
関
り
か
ら
も
「
ア

メ
リ
カ
の
兄
」
で
あ
っ
た
。
上
海
で
の
初
対
面
の
お
り
、
新
島
を
日

本
名
で
呼
べ
ずJoe

と
呼
び
替
え
た
（
⑩
四
七
）。
な
ぜ
ジ
ョ
ー
か
。

出
身
地
の
コ
ッ
ド
岬
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。
た
だ
し

「
品
の
な
い
愛
称
」と
か
。
八
重
も
ま
た「
大
変
侮
蔑
の
意
味
だ
っ
た
」

と
伝
え
る
（
拙
著
『
ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
小こ

み
ち径

～
新
島
襄
を
語
る
（
八
）

～
』一
一
〇
頁
）。
逆
に
聖
書
的
な
解
釈
説
も
あ
る
。
ジ
ョ
ー
は『
旧

約
聖
書
』
の
「
創
世
記
」
に
登
場
す
る
ジ
ョ
ゼ
フ
（
ヨ
セ
フ
）
の
愛

称
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
セ
フ
の
身
上
に
新
島
を
重
ね
て
命
名
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー
の
予
知
能
力
は
驚
嘆
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。

ヨ
セ
フ
は
、
兄
弟
に
よ
っ
て

エ
ジ
プ
ト
に
売
ら
れ
た
が
、
さ

い
わ
い
に
も
パ
ロ
（
古
代
エ
ジ

プ
ト
王
）
の
愛
顧
を
受
け
、
奴

隷
か
ら
宰
相
（
首
相
）
に
ま
で

昇
り
つ
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

人
々
を
大
飢
饉
か
ら
救
っ
て
感

謝
さ
れ
た
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
祖

国
を
棄
て
異
国
に
向
か
う
日
本

人
青
年
に
ど
こ
か
ヨ
セ
フ
的
な

生
き
方
や
心
情
を
見
抜
い
た
の

①快風丸（同志社エンタープライズ提供）
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生
涯
の
運
命
を
決
め
た
上
海

こ
う
し
て
見
る
と
、
襄
の
誕
生
は
遡

さ
か
の
ぼれ

ば
一
八
六
四
年
の
上
海
で

あ
る
。
一
八
四
三
年
に
神
田
で
生
ま
れ
た
七
五
三
太
は
、
二
十
一
歳

で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
も
同
然
で
あ
る
。
新
島
民た

み
じ治

は
安
中
藩
庁
に

「
息
子
は
箱
館
沖
で
測
量
中
に
難
破
に
遭
遇
し
て
行
方
不
明
」
と
届

出
た
。
戸
籍
的
に
は
死
者
扱
い
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
息
子
は
上

海
で
ジ
ョ
ー
に
再
生
し
て
い
た
。

七
五
三
太
と
ジ
ョ
ー
で
は
、
別
人
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
。
名
前
や

身
分
の
点
で
上
海
が
新
島
の
生
涯
に
と
っ
て
分
岐
点
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
Ⅰ
期
で
身
に
つ
い
た
誇
り
高
き
サ
ム
ラ
イ
意
識
は
、
函
館

を
出
る
時
も
抜
け
な
か
っ
た
。
ち
ょ
ん
髷ま

げ
を
お
ろ
す
こ
と
に
も
抵
抗

が
あ
っ
た
。
真
夜
中
に
こ
っ
そ
り
小
舟
で
ベ
ル
リ
ン
号
ま
で
運
ん
で

く
れ
た
福
士
卯
之
吉
（
成
豊
）
の
忠
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
丸
腰
に

な
れ
ず
に
二
振
り
の
佩は

い
刀と

う
を
船
に
持
ち
込
ん
だ
（
田
中
兎と

毛も
う

「
福
士

成
豊
に
約
す
」
三
二
頁
、『
新
島
研
究
』
五
一
、一
九
五
四
年
一
一
月
）。

刀
は
二
代
目
國
助
の
作
で
、
銘
は
「
笹
丸
雪
」
と
打
た
れ
た
（
河
内

國
平
「
新
島
襄
帯
刀
國
助
と
そ
の
系
図
」
七
七
頁
、『
同
志
社
談
叢
』

一
九
、
一
九
九
九
年
三
月
）。

と
こ
ろ
が
船
が
上
海
に
近
づ
く
頃
、
新
島
に
劇
的
な
心
的
変
化
が

生
じ
る
。
髷
を
切
り
落
と
し
一
部
（
新
島
遺
品
庫
に
現
存
）
を
残
し

て
、
北
上
す
る
黒
潮
に
船
上
か
ら
投
げ
込
ん
だ
。
上
海
で
は
テ
イ
ラ

ー
船
長
に
船
賃
代
わ
り
に
大
刀
を
差
し
出
す
。
続
い
て
香
港
で
は
、

漢
訳
聖
書
購
入
の
た
め
小
刀
を
船
長
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
。

髷
と
佩
刀
（
由
緒
あ
る
名
刀
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
）
を
手
放
す
こ

で
あ
ろ
う
か
。
新
島
は
ア
メ
リ

カ
で
は
パ
ロ
な
ら
ぬ
Ａ
・
ハ
ー

デ
ィ
ー
と
い
う
土
地
の
名セ

レ

ブ
望
家

の
家
庭
に
引
き
取
ら
れ
、
実
子

並
み
の
処
遇
を
受
け
る「
大
幸
」

（
③
四
三
）
に
恵
ま
れ
た
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
は
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
主
で
、
ボ

ス
ト
ン
で
貿
易
会
社
を
経
営
す

る
資
産
家
で
あ
っ
た
。
部
下
の

テ
イ
ラ
ー
が
上
海
か
ら
連
れ
て

来
た
新
島
を
見
込
ん
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
父
」
と
な
っ
た
。「
私
の
ア

メ
リ
カ
の
両
親
は
、
私
をJoseph

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
」
と
い
う

（
⑩
四
七
）。
ボ
ス
ト
ン
で
は
ジ
ョ
ー
の
名
は
砕
け
す
ぎ
て
上
品
で
は

な
い
と
の
判
断
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
新
島
は
以
後
九
年
間
ジ
ョ
ゼ
フ
を
名
乗
る
が
、
帰
国
後

の
こ
と
を
考
慮
し
て
ジ
ョ
ゼ
フ
（
ヨ
セ
フ
）
の
漢
語
訳
「
約
瑟
」
か

ら
新
島
約
瑟
と
自
署
し
始
め
る
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ゼ
フ
と
読
ん
で
も

ら
え
な
い
た
め
、
横
浜
に
戻
る
や
ジ
ョ
ゼ
フ
を
ジ
ョ
ー
に
戻
し
て
漢

字
変
換
し
、
最
初
は
「
譲
」、
つ
い
で
「
襄
」
と
し
た
。

八
重
も
ま
た
、帰
国
後
の
襄
は
「
翰
夫
」
と
書
い
て
「
ジ
ョ
セ
フ
」

と
読
ん
で
い
た
が
、「
あ
ま
り
む
つ
か
し
い
の
で
『
襄
』
と
し
た
」

と
証
言
す
る
（
永
澤
嘉か

み

お
巳
男
編
『
新
島
八
重
子
回
想
録
』
一
〇
二
頁
、

同
志
社
大
学
出
版
部
、
一
九
七
三
年
）。

②ベルリン号（同前）
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と
は
、「
サ
ム
ラ
イ
の
魂
」
と
訣け

つ
べ
つ別

す
る
決
死
の
行
為
で
あ
る
。
後
年
、

新
島
が
板
垣
退
助
に
対
し
て
「
新
心
を
得
、
新
民
と
な
ら
る
る
」
よ

う
に
と
勧
め
た
文
言
（
③
二
五
四
）
を
新
島
に
当
て
は
め
る
と
、「
新

心
」
を
得
て
「
新
民
」
へ
と
転
身
す
る
精
神
革
命
が
東
ア
ジ
ア
で
生

じ
た
の
で
あ
る
。
サ
ム
ラ
イ
か
ら
信
徒
へ
の
大
転
換
で
あ
る
。

新
島
の
教
え
子
、
波
多
野
培ま

す

根ね

は
「
新
島
先
生
の
生
涯
の
運
命
」

は
「
ワ
イ
ル
ド・ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
込
ま
れ
た
る
時
に
決
定
し
た
」

と
見
る
（『
新
島
先
生
記
念
集
』
二
五
頁
）。
一
方
、
函
館
在
住
の
片

山
幽ゆ

う
き
ち吉

牧
師
は
、
新
島
の
運
命
は
「
函
館
の
地
で
確
定
し
た
」
と
解

す
る
（
同
「
新
島
先
生
の
脱
国
と
紀
念
会
堂
の
建
設
」、『
基
督
教
世

界
』
一
九
三
六
年
四
月
二
日
）。

し
か
し
、
新
島
自
身
は
上
海
で
の
乗
船
を
「
大
幸
の
基
」
と
断
定

す
る
の
で
（
③
四
三
）、
上
海
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
家
で
の
養
育

新
島
は
ア
メ
リ
カ
上
陸
後
に
「
大
幸
」
に
恵
ま
れ
、
三
つ
の
学
校

で
学
び
、
信
徒
、
牧
師
、
宣
教
師
へ
と
進
化
す
る
。
す
べ
て
は
「
ア

メ
リ
カ
の
父
」
の
お
か
げ
で
あ
る
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
は
ボ
ス
ト
ン
有
数
の
篤
信
の
信
徒
（
会
衆
派
）
で
、

由
緒
あ
る
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
（
会
衆
派
）
で
会
計
を
務
め
た

有
力
な
教
会
員
で
あ
っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
名
門
校
（
い

ず
れ
も
会
衆
派
系
）
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
母
校
）、
ア
ー
モ
ス
ト・カ
レ
ッ
ジ
（
大

学
）、ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
（
大
学
院
）
の
理
事
を
務
め
て
い
た
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
最
古
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

（
会
衆
派
）
の
理
事
長
格
で
も
あ
っ
た
。

新
島
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
先
の
三
校
で
濃
密
な
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
享
受
し
て
信
徒
、
牧
師
と
な
り
、
最
後
は
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
に
も
取
り
立
て
ら
れ
た
。
Ⅱ
期
で
獲

得
し
た
こ
れ
ら
の
資
質
や
資
格
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
持
ち
込
ま
れ

て
Ⅲ
期
で
花
開
く
。

す
な
わ
ち
Ⅱ
期
と
Ⅲ
期
は
緊
密
に
繋
が
る
。
名
前
や
資
質
、
身
分

の
点
で
も
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
の
ス
テ

ー
ジ
は
あ
き
ら
か
に
相
互
に
異
質
で
、
断
絶
す
る
。
両
時
期
の
人
間

性
に
は
別
人
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
格
差
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
留
学
中
の
新
島
と
帰
国
後
の
新
島
は
、
諸
種
の
点
で
首
尾
一
貫
し

連
続
す
る
。
新
島
の
人
生
上
、上
海
を
分
岐
点
と
捉
え
る
所ゆ

え
ん以

で
あ
る
。

三
段
跳
び
に
準な

ぞ
ら
え
る
と
、
品
川
か
ら
ホ
ッ
プ
し
た
新
島
は
函
館

で
ス
テ
ッ
プ
し
、
上
海
で
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
た
結
果
、
ボ
ス
ト
ン
に

無
事
に
着
地
で
き
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

か
く
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
家
庭
、

学
校
、
教
会
、
社
会
で
培
わ
れ

た
新
島
の
会
衆
派
的
素
養
は
、

そ
っ
く
り
同
志
社
に
持
ち
込
ま

れ
る
。
た
と
え
ば
新
島
の
抱い

だ
く

教
育
理
念
・
方
針
の
基
底
を
な

す
会
衆
主
義
は
、
そ
の
ま
ま
同

志
社
の
基
盤
に
据
え
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
新
島
の
思
想
と

③ワイルド・ローヴァー号（同前）
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ー
ト
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
に
関
す
る
従
来
の
情
報
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
一
文
、「
そ
の
頃
〔
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
し
た
〕

こ
の
日
本
青
年
〔Joe

〕
と
よ
く
会
っ
て
い
た
」
だ
け
で
あ
っ
た
（
拙

著
『
新
島
襄
と
建
学
精
神
』
三
七
頁
。〔　
〕
は
本
井
、
以
下
同
）。

そ
の
後
の
ボ
ス
ト
ン
現
地
調
査
で
、
無
事
に
ア
メ
リ
カ
に
着
地
し
た

新
島
が
、
合
法
的
な
ア
メ
リ
カ
入
国
と
い
う
密
航
の
総
仕
上
げ
を
成

し
遂
げ
る
に
は
、
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
が
新
島
か
ら
渡
米
理
由
を
聞
き
出
す
に
は
言
葉
の
壁

が
厚
す
ぎ
た
。
そ
こ
で
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
自
分
が
理
事
長
を
務
め
る
ボ

ス
ト
ン
船
員
ホ
ー
ム
に
彼
を
泊
め
、専
属
チ
ャ
プ
レ
ン
（
宗
教
主
事
）

に
新
島
の
指
導
を
依
頼
し
た
。
新
島
が
二
泊
三
日
を
か
け
た
周
知
の

「
脱
国
理
由
書
」
に
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
が
合
格
点
を
与
え
た
の
で
、

新
島
は
同
家
に
養
子
同
然
の
身
で
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

八
年
間
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
で
の
恵
ま
れ
た
留
学
生
活
（
大
幸
！
）

を
保
障
し
て
く
れ
た
こ
の
英
文
文
書
（
原
文
は
⑦
三
～
二
八
）
は
、

当
時
の
新
島
に
し
て
は
長
文
で
、
し
か
も
宗
教
的
に
も
見
事
な
出
来

映
え
で
あ
っ
た
の
で
、
従
来
か
ら
単
独
執
筆
と
は
言
い
難
い
と
疑
問

視
さ
れ
て
き
た
。
無
理
も
な
い
。
現
実
に
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

い
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
新
島
は
彼
の
指
導
を
受

け
て
英
文
祈
祷
文
（
写
真
⑤
）
も
作
成
し
て
い
る
。

祈
祷
文
の
原
物
（
メ
モ
）
は
現
在
、
学
内
の
新
島
遺
品
庫
に
あ
る
。

日
付
は
船
員
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
翌
日（
一
八
六
四
年
十
月
十
二
日
）

で
あ
る
。
メ
モ
は
長
く
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
が
所
持
し
て
い
た
が
、
後
に

同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
新
島
と
の
師
弟
関
係
が
窺
え
る
。

行
動
の
基
軸
だ
け
で
な
く
同
志
社
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
る
出
発
点
も

上
海
で
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
同
志
社
の
源
流
は
上
海
で
あ
る
。

上
海
は
新
島
個
人
の
運
命
を
決
定
し
た
う
え
、同
志
社
の
運
命（
骨

格
）
を
も
確
定
し
た
。
上
海
で
の
新
島
と
テ
イ
ラ
ー
の
邂
逅
が
、
後

に
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
新
島
を
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」
へ
と

導
く
。
つ
ま
り
は
同
志
社
の
開
校
は
、
新
島
が
上
海
で
ジ
ャ
ン
プ
し

た
そ
の
延
長
線
上
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
出
来
事
で
あ
る
。

そ
の
点
を
意
識
し
て
私
は
、
二
〇
〇
四
年
に
室
町
校
地
に
寒
梅
館

が
竣
工
し
た
と
き
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
と
テ
イ
ラ
ー
の
功
績
を
末
永
く
記

念
す
る
た
め
、
館
内
の
大
ホ
ー
ル
を
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
」、
小

ホ
ー
ル
を
「
テ
イ
ラ
ー
ホ
ー
ル
」
と
命
名
す
る
提
案
を
し
た
。
前
者

は
実
現
し
た
が
、
後
者
は
落
選
し
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
」
に
な
っ

た
。
私
的
に
は
「
ア
メ
リ
カ
の
父
」
と
共
に
「
ア
メ
リ
カ
の
兄
」
の

名
を
合
わ
せ
て
寒
梅
館
に
刻
み
た
か
っ
た
。

四
人
目
の
船
長　
Ａ
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト

と
こ
ろ
で
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
は
ボ
ス
ト
ン
に
帰
港
す
る
や
船
主
の

ハ
ー
デ
ィ
ー
に
、
養
父
と
な
っ
て
教
育
を
授
け
て
ほ
し
い
と
の
新
島

の
要
請
を
取
り
次
い
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
テ
イ
ラ
ー
の
力
量
を

超
え
た
。
別
の
助す

け
っ
人と

が

必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
へ
登
場
す
る
の
が

四
人
目
の
船
長
、
Ａ
・
バ

④A・バートレット元船長
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特別寄稿

ち
な
み
に
メ
モ
の
英
文
署
名
（Joseph N

ei-Sim
a

）
も
特
筆
す

べ
き
で
あ
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
を
名
乗
っ
た
初
例
だ
か
ら
で
あ
る
（
拙
著

『
ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
小
径
』、
一
四
三
頁
）。
あ
る
い
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ

へ
の
改
称
は
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
発
案
か
。

彼
は
神
学
教
育
を
受
け
た
正
規
の
伝
道
師
や
牧
師
で
は
な
く
平ひ

ら
信

徒
で
、
元
々
は
船
長
で
あ
っ
た
。
人
柄
や
信
仰
、
指
導
力
を
見
込
ま

れ
て
ボ
ス
ト
ン
船
員
ホ
ー
ム
の
チ
ャ
プ
レ
ン
に
抜
擢
さ
れ
て
陸お

か
に
上

が
り
、
施
設
を
利
用
す
る
船
員
た
ち
の
宗
教
的
指
導
を
任
さ
れ
た
。

彼
を
ホ
ー
ム
に
招
い
た
人
物
こ
そ
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
理
事
長
で
あ
っ
た

（
同
前
、
一
二
五
頁
以
下
）。

理
事
長
の
期
待
に
応
え
て
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
は
、
新
島
が
脱
国
理
由

書
を
作
成
す
る
の
に
必
要
な
英
作
文
ば
か
り
か
、
内
容
を
信
仰
的
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
の
に
も
適
切
な
指
導
を
し
た
。

ち
な
み
に
彼
は
各
船
舶
に
洋
上
図
書
室
を
設
け
る
こ
と
に
も
熱
心

で
あ
っ
た
の
で
、
当
然
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
も
宗
教
的
な

書
物
を
備
え
た
部
屋
か
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
新
島
は

当
時
の
「
航
海
日
記
」
に
「
甲
比
丹
〔
キ
ャ
プ
テ
ン
〕、
予
ニ
バ
イ

ブ
ル
を
与
へ
り
」
と
記
す
が
（
⑤
四
六
）、
バ
イ
ブ
ル
が
船
内
備
え

つ
け
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
又
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
効
果
で
あ
る
。

Joseph

の
ア
メ
リ
カ
・
デ
ビ
ュ
ー

バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
扶
助
に
よ
っ
て
入
国
で
き
た
新
島
を
紹
介
し
た

新
聞
記
事
が
二
件
（
Ａ
と
Ｂ
）
あ
る
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
八
木
谷

涼
子
氏
提
供
の
新
資
料
で
、
私
訳
で
紹
介
し
た
い
。

記
事
に
は
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
へ
の
言
及
が
あ
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ソ

ー
ス
は
彼
か
。
祈
祷
文
ば
か
り
か
、
異
邦
人
（
異
教
徒
）
の
回
心
例

と
し
て
新
島
が
格
好
の
証
人
で
あ
る
こ
と
を
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
は
地
元

市
民
に
伝
道
上
ぜ
ひ
と
も
伝
え
た
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

な
お
、
新
島
の
祈
祷
文
原
文
も
記
事
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
新

島
は
脱
国
理
由
書
で
も
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
（
⑩
二
〇
）。

Ａ　
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ミ
ラ
ー
』（
一
八
六
五
年
十
一
月
七
日
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
、
メ
イ
ン
州
）

「
ボ
ス
ト
ン
通
信
（
ボ
ス
ト
ン
、
一
八
六
五
年
十
一
月
二
日
）

日
本
の
青
年
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
イ
シ
マ(Joseph N

ei Sim
a)

は
、

⑤新島襄の最初の祈祷文（拙著『ビーコンヒルの小径』142頁）
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『
あ
ぁ
神
よ
、
あ
な
た
〔Thou

〕
が
耳
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ど
う
か
私
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
！
私
は
心
か
ら
聖
書
を
読
ん
で

み
た
い
の
で
す
。　
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
イ
シ
マ
』。

キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
求
め
た
い
と
い
う
彼
の
熱
意
は
人
を
感
動

さ
せ
、
一
般
の
人
た
ち
の
無
関
心
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
他
の
多
く

の
者
た
ち
は
、
福
音
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
全
生
涯
を
か
け
る

と
口
で
は
強
調
す
る
も
の
の
、
恩
恵
に
つ
い
て
は
何
の
関
心
も
示
そ

う
と
は
し
て
い
な
い
。〔
後
略
〕」。

Ｂ　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＆
ク
ロ
ニ
カ
ル
』（
一
八
六

五
年
十
一
月
九
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）

「
日
本
人
の
祈
り

ボ
ス
ト
ン
市
パ
ー
ク
通
り
教
会
〔Park Street C

hurch

〕
の

週
間
祈
祷
会
に
お
い
て
、
最
近
、
船
員
宣
教
師
（sailor 

m
issionary

）
の
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
船
長
（C

aptain Bartlett

）
が
、

傍
に
座
ら
せ
た
あ
る
日
本
人
青
年
の
こ
と
を
話
題
に
し
た
。

青
年
は
〔
江
戸
か
ら
函
館
を
経
て
〕
中
国
〔
上
海
〕
に
行
き
、〔
香

港
で
自
分
が
〕
読
め
る
〔
中
国
語
訳
〕
聖
書
を
見
つ
け
た
。
そ
し
て

真
の
神
と
永
遠
の
生
命
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
た
め
に
逃
亡
し
、
こ

の
国
に
来
る
た
め
に
あ
れ
こ
れ
と
骨
折
っ
て
活
路
を
切
り
開
い
た
。

〔
ハ
ー
デ
ィ
ー
商
会
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
〕
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・

ハ
ー
デ
ィ
ー
卿
（A

lpheus H
ardy, Esq.

）
が
所
有
す
る
船
の
一

つ
〔the W

ild Rover

〕
に
〔
上
海
で
〕
乗
り
こ
み
、青
年
は
〔
ボ

ス
ト
ン
に
〕
来
た
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
、
好
意
的
に
彼
の
教
育
を
引
受

け
た
。
青
年
は
、
自
分
が
有
為
の
人
間
に
な
る
の
に
相ふ

さ
わ応

し
い
努
力

か
つ
て
祖
国
で
は
あ
る
地
方

〔
上
州
安
中
〕
の
支
配
者

（princes

）
の
ひ
と
り
〔
安

中
藩
主
の
板
倉
勝か

つ
明あ

き
ら〕

の
家
臣

で
あ
っ
た
が
、
最
近
、
当
市
に

や
っ
て
き
た
。

異
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
真
の
神
に
関
す
る
知
識
を
熱
望
す
る
実
例

と
し
て
、
彼
の
履
歴
は
興
味
深
い
。
神
主
（Kanusi

）、
す
な
わ
ち

聖
職
者
が
説
い
て
き
た
日
本
古
来
の
宗
教
で
あ
る
神
道
に
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
が
、
太
陽
や
諸
々
の
自
然
物
を
崇

拝
す
る
こ
と
に
彼
の
心
は
満
足
し
な
か
っ
た
。

彼
は
太
陽
を
創
ら
れ
た
の
は
人
格
的
な
神
で
あ
る
と
思
っ
た
の
で
、

キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
知
り
た
い
と
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。
父
親
も

支
配
者
〔
藩
主
〕
も
彼
が
家
を
出
る
こ
と
〔
脱
藩
〕
を
禁
止
し
た
が
、

彼
を
止
め
ら
れ
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。

彼
は
密
か
に
身
を
隠
し
て
〔
函
館
か
ら
密
航
し
〕、
種
々
の
体
験

を
経
て
つ
い
に
ボ
ス
ト
ン
に
達
し
た
。
こ
こ
で
は
善
良
な
バ
ー
ト
レ

ッ
ト
船
長
（C

apt. Bartlett

）
を
知
己
と
し
た
。

あ
る
ボ
ス
ト
ン
商
人
〔
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
〕
が
、
彼
の
教
育
に
当

た
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
商
人
は
市
内
の
全
教
会
で
称
賛
さ
れ

て
い
る
〔
著
名
な
信
徒
で
あ
る
〕。
ニ
イ
シ
マ
は
、〔
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ

ー
の
〕
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
先
週
、
私
（T.P.E.

）
に
語
っ
た
。
祈
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
、

と
聞
い
て
み
た
ら
、
あ
る
と
答
え
た
。
何
を
祈
っ
た
の
か
と
聞
く
と
、

彼
は
鉛
筆
で
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

⑥W・T・セイヴォリー船長
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を
重
ね
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
彼
の
決
意
は
次
の
祈
り
か
ら
も
明
白

で
あ
る
。
こ
の
祈
り
は
、
彼
が
手
ず
か
ら
上
手
な
字
〔
英
語
〕
で
は

っ
き
り
と
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
あ
ぁ
神
よ
！
あ
な
た
〔thou

〕
が
目
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
ど

う
か
私
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
耳
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ど
う
か
私
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
私
は
心
か
ら
聖
書
を
読

ん
で
み
た
い
の
で
す
。
聖
書
で
教
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ニ
イ
シ
マ
』。

こ
れ
ぞ『
神
を
慕
う
感
覚
』で
は
な
い
か
。
こ
の
青
年
こ
そ
、〔『
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音

書
』
八
章
十
一
節
に

あ
る
〕
東
洋
と
西
洋

か
ら
や
っ
て
き
た
人

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

J.W
.C

.
」。

Joe
か
ら
襄
に

至
る
道

以
上
の
報
道
は
新

島
の
留
学
開
始
を
告つ

げ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
と

な
っ
た
。
一
方
、
エ

ピ
ロ
ー
グ
を
飾
る
報

道
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
日
本
に
帰
国

す
る
直
前
の
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
集
会
に
関
す
る
記
事
（『
ラ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
一
八
七
四
年
一
〇
月
十
四
日
）

で
あ
る
。
半
世
紀
前
、『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
の
冒
頭
で
ス

ク
ー
プ
と
し
て
公
表
（
日
本
語
訳
）
さ
れ
た
の
で
、
今
で
は
新
島
伝

中
、
周
知
の
集
会
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
報
道
で
は
新
島
の
名
前
は

Joseph N
eesim

a

と
あ
る
。
し
か
し
、報
道
前
日
（
十
月
十
三
日
）

に
認し

た
ため

た
手
紙
で
はJoseph H

. N
ee-Sim

a

と
自
署
し
、
ミ
ド

ル
ネ
ー
ム
（H

ardy

）
を
挿
入
し
た
と
付
記
す
る
（
⑥
一
四
四
）。

名
実
と
も
に
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
子
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
七
五
三
太
と
し
て
出
国
し
た
新
島
は
、Joseph 

H
ardy N

eesim
a

と
な
っ
て
帰
国
す
る
。
実
際
、
彼
に
と
っ
て
ハ

ー
デ
ィ
ー
夫
妻
は
「
実
の
両
親
以
上
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。「
私
は

お
二
人
様
の
愛
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
者
」と
自
認
す
る（
⑩
三
二
八
）。

一
方
、
日
本
語
名
が
新
島
襄
と
確
定
す
る
の
は
、Joe

誕
生
十
年

を
経
た
一
八
七
四
年
の
横
浜
に
お
い
て
で
あ
る
。
手
紙
の
署
名
で
は

「
襄
」に「
ジ
ョ
フ
」と
ル
ビ
を
振
っ
た
う
え「
ジ
ョ
フ
セ
フ
の
略
也
」

と
注
記
す
る
（
③
一
二
五
）。

と
も
あ
れ
新
島
の
個
人
名
は
、Joe

に
始
ま
り
襄
に
落
ち
着
く
ま

で
種
々
の
変
遷
が
見
ら
れ
た
が
、
日
英
両
語
と
も
系
譜
的
に
は
ア
メ

リ
カ
の
兄
と
父
に
由
来
す
る
テ
イ
ラ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ラ
イ
ン
に

一
貫
し
て
沿
う
。
そ
の
点
、Joe

が
生
ま
れ
た
上
海
は
そ
の
出
発
点

で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
後
の
飛
躍
が
約
束
さ
れ
た
飛
躍
の
地
に
も

な
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
子
と
な
る
「
大
幸
」

がJoe

の
到
着
を
待
ち
受
け
て
い
た
。

⑦H・S・テイラー船長夫妻と新島襄（テイラー家アルバム）
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